
 

1 
 

会 議 録 

会議の名称 令和７年６月定例教育委員会会議 

開催日時 令和７年６月 20日 14 時 0分開会 15時 51分閉会  

開催場所 つくば市役所本庁舎２階 202会議室 

事務局 教育局教育総務課 

 

出 

席 

者 

 

 

委員 

 

 

教育長 森田 充 

委 員 倉田 廣之 

委 員 柳瀬 敬 

委 員 和泉 なおこ 

委 員 坂口 まり 

委員以外の

出席者 

教育局長 久保田 靖彦 

教育局次長兼健康教育課長 柳町 優子 

教育局次長兼教育施設課長         勝村 英樹 

教育局次長兼学務課長           森田 信道 

教育総務課長 山岡 めぐみ 

学び推進課長 岡野 知樹 

特別支援教育推進室長 中島 澄枝 

総合教育研究所長 一瀬 剛 

教育相談センター所長           須藤 文雄 

生涯学習推進課長 澤頭 由紀子 

文化財課長 石橋 充 

中央図書館長 柴原 徹 

教育局企画監 青木 孝之 

公開・非公開 □公開 □非公開 ■一部公開 傍聴者数 ３人 

会議次第及び議

事 

 

 

 

１ 開会 

２ 議事録承認 

３ 教育長の報告 

４ 案件 

(1)議案第 44号 つくば市就学援助規則の一部を改正する規則につ

いて（公開） 

(2)議案第 45 号  つくば市民間不登校児童生徒支援事業利用者支援交
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付金交付規則の一部を改正する規則（公開） 

(3)議案第 46 号  つくば市教育支援委員会委員の任命について（非公

開） 

(4)議案第 47 号  つくば市立学校給食センター運営審議会委員の任命

について（非公開） 

(5)議案第 48号   工事請負契約の締結について（非公開） 

(6)議案第 49号 工事請負契約の締結について（非公開） 

(7)報告第 17号 臨時に代理した事務の管理及び執行の状況につい

て（つくば市教育委員会職員の分限処分につい

て）（非公開） 

(8)報告第 18 号 臨時に代理した事務の管理及び執行の状況について

（つくば市教育委員会職員の分限処分について）

（非公開） 

(9)報告第 19 号 臨時に代理した事務の管理及び執行の状況について

（つくば市教育委員会職員の分限処分について）

（非公開） 

(10)報告第 20 号 臨時に代理した事務の管理及び執行の状況について

（市長からの意見照会に係る回答）（公開） 

(11)報告第 21 号 臨時に代理した事務の管理及び執行の状況について

（つくば市教育委員会職員の人事発令）（公開） 

５ その他 

６ 閉会 

◎会議の大要 

１ 開会 

森田教育長 それでは時間になりましたので、ただいまから令和７年６月の定例会

を開催いたします。お忙しいところ、お集まりいただきましてありがと

うございます。本日もスムーズな会議進行に努めてまいりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

２ 議事録の承認 

森田教育長 

 

 

まず、議事録の承認ですが、令和７年５月定例会の議事録を委員の皆

様に事前に確認していただいております。その後修正等がないようでし

たら、議事録を承認することとしたいと思いますが、よろしいでしょう
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委員一同 

 

森田教育長 

か。 

 

はい。 

 

ありがとうございます。それでは署名人を倉田委員にお願いしたいと

思います。よろしくお願いします。 

３ 教育長の報告 

森田教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続いて、教育長報告です。今回は、市議会の状況を報告させていただ

きます。 

まず、芸術文化鑑賞・体験事業についての質問がありました。本事業

についてはかねてから柳瀬委員にもご意見、ご提案を頂いており、事業

を拡大したところですが、そのことをまず答弁いたしました。また、実

施内容について、演劇音楽、伝統芸能など、様々な分野のすぐれたアー

ティストを学校へ招聘し、芸術文化鑑賞・体験できる機会を設けた旨を

答弁しています。今後より多くのアーティストの情報を学校に提供でき

るように努めるとともに、つくばスタイル科などの時間を活用して、地

域の団体やアーティストと繋がりを持つことができる機会を作ることも

考えていきます。 

また、小規模特認校に関しての質問がいくつかありました。開校に向

けたスケジュールについての質問がありましたので、まずは、当該校の

谷田部南小学校と栗原小学校において、意見交換会の場と説明会を開催

すること、その後３校を希望する市民向けの説明会と学校の見学会を開

催する予定であるとの答弁をしています。また、小規模特認校の特色で

ある学校づくりについては、つくば市教育大綱の理念と共通する部分が

多いイエナプラン教育の取り組みを参考として、現在谷田部南小学校で

取り組んでいる教育活動を基本としながら、さらにその内容を深めてい

く旨の答弁をしました。小規模特認校については複数の議員から質問が

あり、関心の高さを改めて感じております。最後に、体育館のエアコン

設置についても、今後の方針と課題についての質問がありました。体育

館へのエアコン設置については、今後新築、改築する体育館について設

置していく予定です。既存の体育館については、整備手法や、長寿命化

改修工事の時期、工事費用など、様々な課題があるため、現在検討を進

めている旨の答弁をしております。この他にも、教育における防災意識
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委員一同 

 

森田教育長 

の醸成、市立学校のバリアフリーの整備状況、学校給食の無償化等につ

いての質問がありました。議会については以上です。 

最近の国の動きとしましては、給特法の改正案がいよいよ通ったこと

が挙げられます。今の教職の調整額を４％から 10％に段階的に何年もか

けて引き上げていくものですが、付則として、教員の業務量の管理につ

いて計画の立案や結果の公表が義務づけられています。正直なところ、

かえって管理が厳しくなってしまうかもしれないと心配しているところ

です。詳しくは追ってご報告させていただければと思います。 

 

それでは、４の案件に入ります。本日は、議案が６件と報告が５件で

す。議案第 46号及び第 47号、報告第 17号から第 19号は人事案件のた

め、議案第 48号及び第 49号は議会案件のため非公開としたいと思いま

す。残る議案第 44号及び第 45号、報告第 20号及び第 21号については

公開として進めたいと思います。進め方としましては、いつものように

非公開案件を先に審議し、後に公開案件を審議することとしたいと思い

ます。委員の皆様、そのようにしてよろしいでしょうか。 

 

はい。 

 

ありがとうございます。それでは非公開案件の審議を行いますので、

傍聴人の方は一時退出していただくようお願いします。 

(3)議案第 46号  つくば市教育支援委員会委員の任命について（非公開） 

森田教育長 

 

中島特別支援教

育推進室長 

森田教育長 

 

 

 

森田教育長 

 

委員一同 

議案第 46号、特別支援教育推進室、お願いします。 

 

（議案に対する説明） 

 

質問や確認事項がありましたらお願いします。 

 

（議案に対する質疑応答） 

 

承認するということでよろしいでしょうか。 

 

はい。 
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森田教育長 

 

では承認するものとさせていただきます。 

(4)議案第 47 号  つくば市立学校給食センター運営審議会委員の任命について（非公

開） 

森田教育長 

 

柳町教育局次長

兼健康教育課長 

森田教育長 

 

 

 

森田教育長 

 

 

委員一同 

 

森田教育長 

議案第 47号、健康教育課、お願いします。 

 

（議案に対する説明） 

 

質問や確認事項がありましたらお願いします。はい、どうぞ。 

 

（議案に対する質疑応答） 

 

他にはよろしいですか。では承認することにご異議はございません

か。 

 

はい。 

 

承認するものとさせていただきます。 

(5)議案第 48号  工事請負契約の締結について（非公開） 

森田教育長 

 

勝村教育局次長

兼教育施設課長 

森田教育長 

 

委員一同 

 

森田教育長 

議案第 48号、教育施設課、お願いします。 

 

（議案に対する説明） 

 

質問や確認事項がありましたらお願いします。よろしいですか。 

 

はい。 

 

では承認するものとさせていただきます。 

(6)議案第 49号 工事請負契約の締結について（非公開） 

森田教育長 

 

勝村教育局次長

兼教育施設課長 

議案第 49号、教育施設課、お願いします。 

 

（議案に対する説明） 
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森田教育長 

 

委員一同 

 

森田教育長 

質問や確認事項がありましたらお願いします。よろしいですか。 

 

はい。 

 

では承認するものとさせていただきます。 

(7)報告第 17号 臨時に代理した事務の管理及び執行の状況について（つくば市教育委員

会職員の分限処分について）（非公開） 

(8)報告第 18号 臨時に代理した事務の管理及び執行の状況について（つくば市教育委員

会職員の分限処分について）（非公開） 

(9)報告第 19号 臨時に代理した事務の管理及び執行の状況について（つくば市教育委員

会職員の分限処分について）（非公開） 

森田教育長 

 

 

山岡教育総務課

長 

森田教育長 

 

委員一同 

 

森田教育長 

報告第 17号から第 19号は関連がありますので、一括して教育総務課

から説明をお願いします。 

 

（議案に対する説明） 

 

質問や確認事項がありましたらお願いします。よろしいですか。 

 

はい。 

 

では報告のとおりとさせていただきます。 

(1)議案第 44号 つくば市就学援助規則の一部を改正する規則について（公開） 

森田教育長 

 

 

 

森田教育局次長

兼学務課長 

 

 

 

 

 

以上で非公開の案件は終了しましたので、続いて公開案件を審議した

いと思います。傍聴人がいましたら入室させてください。 

議案第 44号、学務課、お願いします。 

 

議案第 44号つくば市就学援助規則の一部を改正する規則についてご説

明いたします。改正の理由は、国が示す要保護児童生徒援助費補助金の

補助単価の引き上げに伴い、当市の支給額を引き上げるため、規則の一

部を改正するものです。改正内容について説明させていただきます。別

表第１をご覧ください。小学校及び義務教育学校前期課程に在籍する児

童の修学旅行費について、限度額を２万円から２万 2,690円に改めま

す。また、中学校及び義務教育学校後期課程に在籍する生徒の卒業アル
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森田教育長 

 

 

委員一同 

 

森田教育長 

バム代及び卒業記念写真代について、限度額を 8,800円から１万円に改

めます。公布の日から施行し、改正後の規定は令和７年４月１日から適

用するものです。以上です。 

 

質問や確認事項等がありましたらお願いします。よろしいでしょう

か。 

 

はい。 

 

では承認するものとさせていただきます。 

(2)議案第 45号  つくば市民間不登校児童生徒支援事業利用者支援交付金交付規則の一

部を改正する規則（公開） 

森田教育長 

 

岡野学び推進課

長 

 

 

 

 

 

 

森田教育長 

 

柳瀬委員 

 

 

 

 

森田教育長 

 

久保田教育局長 

 

議案第 45号、学び推進課、お願いします。 

 

議案第 45号つくば市民間不登校児童生徒支援事業利用者支援交付金交

付規則の一部を改正する規則について説明させていただきます。今回の

改正は、交付金の申請期限について定めるものです。同規則の第７条第

３項の一部を改正しまして、年３回の申請のうち、３月 31日の申請期限

につきまして、同日が土曜日または日曜日に当たる時は学び推進課の対

応ができないため、その直前の平日が申請期限であることを明記するも

のです。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

質問や確認事項等がありましたらお願いします。はい、どうぞ。 

 

交付額が変わるのかと思ったのですが、そうではないということです

ね。これだけ物価が上がっているわけで、ゆくゆくは交付額を上げるこ

とも考えないといけないと思いますが、その際はどのような手続きを踏

むことになるのですかね。 

 

教育局長、お願いします。 

 

この交付金と、不登校児童生徒支援施設への事業費の補助金について

は、制度が施行されてから今年度で３年が経過します。当初の段階か
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柳瀬委員 

 

久保田教育局長 

 

森田教育長 

 

 

委員一同 

 

森田教育長 

ら、３年を目途に内容の見直しを行うという予定を立てておりましたの

で、今年度に内容の見直しを始めようと考えております。その際に、物

価高騰分についても何らか対応できないか検討できればと思います。教

育委員の皆様から意見を頂きながら進められればと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

 

今年度中に検討して、来年度から改定していくということですかね。 

 

はい。そのようなスケジュールで進めたいと考えております。 

 

他はいかがでしょうか。よろしいですか。それでは承認することとし

てよろしいですか。 

 

はい。 

 

では承認とさせていただきます。 

(11)報告第 21号 臨時に代理した事務の管理及び執行の状況について（つくば市教育委

員会職員の人事発令）（公開） 

森田教育長 

 

山岡教育総務課

長 

 

 

 

森田教育長 

 

委員一同 

 

森田教育長 

報告第 21号、教育総務課、お願いします。 

 

報告第 21号臨時に代理した事務の管理及び執行の状況について説明い

たします。職員の人事発令についてです。別紙のとおり代理により事務

を処理させて処理させていただきましたので報告するものです。６月１

日付けで中央図書館に新規採用職員１名を配置しています。以上です。 

 

質問や確認事項がありましたらお願いします。よろしいですか。 

 

はい。 

 

では報告のとおりとさせていただきます。 

５ その他 

森田教育長 

 

続いて、その他に進みたいと思います。まず、事務局から説明したい

ことが２点あります。学務課、お願いします。 
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森田教育局次長

兼学務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経過と今後のスケジュール等について２点報告させていただきます。 

１点目は、つくば市立幼稚園のあり方の検討についてです。私立幼稚

園に求められる機能や役割を再整理するとともに、少子化及び利用者

ニーズを踏まえ、将来に向けた効果的かつ効率的な保育園の運営体制等

を検討していくための委員会として、つくば市立幼稚園のあり方検討委

員会の設置を検討しております。令和７年９月に、市議会議員、学識経

験者、学校教育関係者、幼稚園運営に関わる市職員、市民で構成される

委員会の設置に向けて、現在準備を進めているところです。その後のス

ケジュールは委員会で議論することになりますが、現在のところ事務局

としましては、約１年間で５回程度の会議を行い、その後検討内容を取

りまとめ、令和８年 11 月頃に答申等を教育委員会へ提出することを考え

ております。直近では、まず、委員の委嘱に向けて市民委員の公募等を

開始します。つくば市立幼稚園のあり方の検討につきまして、説明は以

上となります。 

２点目は、令和８年度から栗原小学校と谷田部南小学校で開始しま

す、小規模特認校に関する説明会についてです。お手元の資料をご覧く

ださい。まず、スケジュールについてです。６月 24日に谷田部南小学校

で、わくわく対話という保護者と地域の方と教職員が交流を深め語り合

う場が開かれるのですが、同日に小規模特認校説明会を開催したいと

思っております。また、栗原小学校につきましては、７月９日に説明会

を予定しております。さらに、８月３日に市役所で市民の方に対する説

明会を予定しております。その後、アンケート等を実施した後に、すで

に特色ある教育を進めております谷田部南小学校にて、９月に授業の見

学を、11月に行事の見学をする機会を設けたいと考えております。 

続いて、説明会で使用する資料について説明させていただきます。こ

れまで教育委員の皆様にご相談させていただいた内容を踏まえてまとめ

たものです。１ページ目で、 (１)小規模特認校制度とは、(２)小規模特

認校への就学、転入学の条件、(３)就学の手続き、(４)その他という構

成で、小規模特認校制度についてまとめております。その次に、つくば

市の教育と小規模特認校についてというタイトルで、実際に行われる教

育活動についてまとめておりまして、(１)自分のペースで確実に学ぶ、

(２)友人・先生と深く関わる、(３)やりたいことにとことん向き合う、
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森田教育長 

 

 

委員一同 

 

森田教育長 

 

 

坂口委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４)わくわくがたくさんある、（５）活躍と挑戦の機会がある、という

少人数からこそできる５つの特色ある教育活動を挙げています。最後

に、カリキュラムとしまして３日のイメージをお示ししています。資料

の説明は以上です。 

 

それではまず、幼稚園のあり方検討委員会についてご意見や質問があ

りましたらお願いします。よろしいですか。 

 

はい。 

 

では、小規模特認校の件について、確認事項や質問がありましたらお

願いします。はい、どうぞ。 

 

意見や質問ではないのですが、先日、栗原小学校での対話に参加させ

ていただきました。保護者としては、結論から申しますと、非常にわく

わくして楽しかったです。知り合いもたくさん参加していたのですが、

皆さんすごくわくわくしていて、こんな学校が作れたらすごいよねとい

う声がたくさん上がっていました。私どものフリースクールに来ている

子たちも、来年栗原小学校がそういったものになるのであればフリース

クールに通うのは今年までにして、栗原小学校に通うようにするかもし

れないという声も聞こえました。グループワークでは保護者と先生が一

緒に、どんな学校があったら良いかというテーマについてお話ししまし

て、夢を描くような意見がたくさん出てきました。引き続きこれが地域

の方や先生方と一緒に学校づくりが考えられるような場になったら良い

なと心から思いました。 

ただ、気になったことが２点ありました。１点目は、保護者の割合が

とても少なかったことです。保護者は多分 10人程度で、参加していない

保護者はこんなにわくわくするものであることを知らないから不安を抱

いているのではないかという声が参加した保護者から聞こえました。小

規模特認校についての保護者の方の集まりが少ない状況で、内容が伝わ

る方法は何かないかと保護者の皆さんとお話しました。もう１点は、グ

ループワークの中で、先生が定時で帰れるようになるべきだという意見

が出たのですが、グループワークでの話し合いの内容を先生方がまとめ
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森田教育長 

 

 

 

和泉委員 

て全体で共有する際に、そのことについては割と省略して話されていた

ことです。もちろん、多くの意見が出ましたので、おそらくは概要をま

とめてくださったのだとは思うのですが、そこは先生としては触れにく

いのかもしれないという印象を持ちました。 

子供たちと一緒に遊ぶ余裕や、一緒になって新たなことを考えられる

ような余裕があると、子供も先生方も皆が楽しいはずと意見があって、

それにはやはり定時に帰れることが必要だよねという話が出ていたの

で、そこの部分が消えることなく、そのまま考えられるような方法で極

力先生方も面白い学校づくりができるようになると良いなと思いまし

た。以上です。 

 

ありがとうございます。校長と昨日会って話してきたのですが、すご

くみんな前向きな話をしていて、非常に良い会になったとおっしゃって

いました。 

他にはいかがでしょうか。 

 

教育課程の編成は、独自のものを作るよう学校に任せるということで

すかね。 

 

まずはお集まりになられたお子さんの探究したいことややりたいこと

などを十分に学校の方で吸い上げていただいて、それを我々も共有させ

ていただきながら、内容について決めたいと思います。しかしながら、

前提となるカリキュラムでは、午後は全て探究の時間に充てますので、

そこから我々の方が主導しまして、中身は学校と相談していくという形

をとっていきたいと考えています。 

 

分かりました。 

 

独自性を出すものになりますが、初めてのことで学校も不安でしょう

から、一緒に考えていくという形で進めていければと思っています。 

他はいかがですか。はい、和泉委員どうぞ。 

 

そこまでわくわくする空気に溢れていたのであれば、１回限りではな
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くて、何回か開催できるともっといろいろな意見を調整できるのではな

いかと思いました。取り急ぎ以上です。 

 

ありがとうございます。他はいかがでしょうか。はい、柳瀬委員どう

ぞ。 

 

教育課程は他の公立学校と同じだということですが、いろいろな読み

替えをするので、かなり自由な編成がとれるということですよね。これ

はおそらくみんなを安心させるために書いてあるのかなとは思います

が。 

 

不登校特例校と勘違いされている方がいて、不登校特例校だと時数が

少なくて済むというところもあるのですが、それとは異なりますという

意味で書いているのかと思います。 

 

日本のカリキュラムは時間で考えるので、内容についてはかなり組み

替えができるのですよね。午後は探究でかなり自由なことをやるもの

の、午前中はしっかり基礎的なことを学ぶというスタイルだと思いま

す。私は基礎的なことをしっかり勉強したほうが良いと最近少し思って

いまして、子供の自主性はもちろんすごく大事なのですが、基礎ができ

てない子は伸びないですよね。何をやるにも基礎が必要で、基礎できて

いる子は本当に自由にやってもらって伸びていくと思います。その辺り

がしっかりできれば、素晴らしい学校になると思います。 

 

そうですね、ぜひそうしたいですよね。基礎を大事にする部分につい

ても、やはり少人数である強みを生かして、一人一人に合った学習を

しっかり組み立てていけると良いと思います。ただ一斉に全員が同じこ

とを、ドリル的にやるのではなくて、一人一人が自分の能力に合わせ

て、足りない部分を補っていくような学びができればと思っているとこ

ろです。 

 

話が大きく飛んでしまうのですが、今朝うちの団体の農園のキュウリ

のことで愕然としたことがありまして、というのも、毎朝のミーティン
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岡野学び推進課
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グをしていて、その時にキュウリをしっかりせん定できていないねと

言ったら、そもそもせん定することを知らなかったと言われました。そ

れは教えてくれませんでしたよねと言われて、いや、それは基礎だよね

と思ってしまいました。基礎のところをしっかり教えないと、順調に先

へ進んでいるのかと思っていたら、実は全然違う方向に進んでいて、そ

のことに本人は気がつかないということが起こってしまうわけで、教育

というのは難しいなと改めて思いました。すみません、蛇足でした。 

 

資料の最後のページのカリキュラムについてですが、５時間目の探究

はつくばスタイル科の枠組みの中で行うということでしょうか。 

 

原則としてはつくばスタイル科へ重きを置きますが、ここに掲げてい

る教科の中でも探究は可能ですので、その辺りについては学校でもやり

くりをしながら、教科の中での探究にするのか、つくばスタイル科の中

での探究にするのかは、確認しながら進めていくという形になると思い

ます。 

 

分かりました。確かつくばスタイル科の立派な実践例があったと思う

のですが、あれに先生たちがとらわれることなく、2026年の探究をぜひ

進めてほしいと思いますので、そういうことであれば良いと思います。 

 

プランはあくまでも参考にするものですからね。あれを教科書のよう

にしてしまうとかえってマイナスになってしまうこともあるので。 

 

それを基礎にして、もっと先に行けるようなものにすれば良いと思い

ます。それが結論になってしまうと困るわけで。 

 

教員も地元の人間とは限りませんので、地域でどんな探究ができるか

というのは、そこにいる地域の方や保護者の方の考え方やリソースを生

かしながら、その地域ならではの探究にしていくことが必要だと思って

おります。単にインターネット等で調べものをすることがつくばスタイ

ル科ではありませんので、体験や経験をして、外に行って交わりなが

ら、多様な学びの場で独自のものを作り上げていきたいと思っておりま
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す。 

 

細かいところはこれから先生方と相談しなくてはいけないですね。 

 

世間の注目を浴びるためには、どうしても専門家や大学の研究者を招

いて先端的なことを学ぶとなりがちですが、もっと身近に地域の方と学

ぶことがたくさんあると思います。基礎ができていないところに、地に

足がついていないのに外部の方が来ても、結果的に伸びないような気が

します。来てもらうこと自体は良いと思うのですが。 

 

子供たちが学びの中でそういったことを求めていくのが理想ですよ

ね。その前に、まずは社会と結びつけていく、自分自身の動きみたいな

ものがすごく大事なのだろうと思っています。ただ、先生たちには大胆

にやってもらいたいなと思います。今後ともこのことについては皆さん

にご報告を差し上げて、ご参加いただきながら進めていければと思いま

すので、よろしくお願いします。 

それでは和泉委員から教育大綱の基本計画策定について質問を頂いて

いますし、委員として参加していただいていますので、お話しいただい

てもよろしいでしょうか。 

 

先月の定例会でも述べましたが、教育振興基本計画について、現在の

第３期の計画をたたき台にしながら見直す形で第４期の計画を作成して

いくという考えで進めているところです。素案ができる前の段階で、第

３期の過去５年について、教育委員の皆さんがそれぞれこの５年をどの

ように感じていて、それをどのように計画に反映させたら良いか、ご意

見を是非とも聞かせていただきたいと思っています。この５年の大きな

変化として、こども家庭庁の設立と、子供の意見表明を取り入れましょ

うという動きが始まったことはとても大きいと思っています。その件に

ついても策定委員会で提案していますが、どのような形で学校教育の受

益者である子供たちの願いや思いを聞き、取り入れることができるのか

と考える中で、この点についても委員の皆さんにご意見をお伺いしたい

と思っています。 
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ありがとうございます。まず、計画の策定の状況について、教育総務

課から説明をお願いできますか。 

 

お配りしております資料１と２をご覧ください。和泉委員からもご発

言がありましたが、これまでに第３回まで議論を進めておりまして、第

２回と第３回の会議では、施策の体系について議論を進めてまいりまし

た。資料１としてお示ししているのが現段階での案になります。左側が

第３期つくば市教育振興基本計画の体系、右側が現在検討しております

第４期の計画の現時点での体系案になっております。そして、資料２の

中で今回の変更点をまとめております。変更点等について、資料１で下

線を引いておりまして、その理由を資料２で記載しております。基本理

念につきましては、教育大綱にも変更がございませんので、踏襲して今

のところこのように進めていこうという状況です。続きまして、３つの

基本目標についてそれぞれ簡単に説明させていただきます。まず、基本

目標１ですが、国の教育振興基本計画のコンセプトに、日本社会に根差

したウェルビーイングの向上が明記されておりますので、そのことを踏

まえ、「幸せな人生を送るために一人ひとりの学びを大切にする」とい

うこれまでの目標に、「共に」という表現を加えております。続きまし

て、基本方針についてです。３つの基本方針を定めておりますが、委員

の方から、共生社会に向けたインクルーシブ教育を推進することは学び

の前提条件であるというご意見を頂きましたので、今回の計画では、記

載の順序を変更しております。これまでの計画で３番目にありました、

「互いを認め合う、だれもが輝く教育を推進する」というのを１番目に

持ってきまして、そのあとに、「未来をひらく力を育む」「豊かな心、

健やかな体を育む」という順番にしております。また、基本方針１につ

いては、第３期の計画では「教育を推進する」という表現を使っており

ましたが、教育大綱で「教えから学びへ」としておりますので、その理

念を参酌しまして、今回は、「学びを推進する」という表現に変えてお

ります。続きまして基本方針１の施策についてです。３つの施策があ

り、１つ目の施策については、子供の権利保障の視点から、子供の権利

の保障という文言が入れる方が良いのではないかというご意見を頂きま

して、「共生社会に向けたインクルーシブ教育の推進と子供の権利の保

障」という表現にしております。２つ目の施策については第３期のもの
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をそのまま活かす形としております。３つ目の施策については、第３期

の計画では基本目標３の中の、基本方針９「学びを支える協働体制を充

実する」における施策の２つ目、「家庭への支援の充実」に位置付けら

れていたものを、取組みの内容が地域との関わりに根づいたものではな

いということで、基本目標１に移すべきではないかというご意見を踏ま

え、移動しております。 

続きまして、基本方針２の施策１についてです。第３期の計画では

「個別・双方向の学びの推進」というものでしたが、委員の皆様から、

１対１の線のような印象を受けるのではないかというご意見を頂きまし

た。線というのは先生と子供の線もありますし、子供同士の線もあるわ

けで、最大で１兆ぐらいの線を引けるというご意見もありまして、面と

しての学びという表現を加えた方が良いのではないのではないかという

ご意見をいただきましたので、線だけでなく、面としてとらえられるよ

う、「個別双方向による多面的な学びの推進」という表現に変えており

ます。続きまして施策２についてです。第３期の計画では「幼児教育の

充実」という名称でしたが、特に幼児期においては遊びの経験が非認知

能力を育む上で重要ではないかという視点から、「遊び」という言葉を

追加しまして、「幼児教育、遊びの充実」という名称に変更しておりま

す。基本方針３の豊かな心と健やかな体を育むについては変更はござい

ません。 

続きまして、基本目標２に移ります。基本方針４ですが、第３期の計

画では「学び続ける教職員を支援する」という方針名でしたが、教職員

が学び続けるための支援と先生方が安心して働き続けるための支援とい

う内容とすべく、「教職員が安心して学び、働き続けられる環境を整備

する」という形に変更しております。また、基本方針４の施策１につい

て、先生方のメンタル的なケアも含めて支援体制を充実させるという視

点から、「教職員への支援体制の充実」という表現としております。ま

た、基本方針６について、「教育」という表現を「学び」としておりま

す。また、施策１について１人１台端末の整備が完了していること等を

踏まえ、「デジタル学習基盤を活用した学びの充実」という表現に改め

ております。続きまして、基本方針７についてです。「「学び」を支え

る施設を整備する」という表現を、ハード事業だけではなくてソフト事

業も充実させていくという視点から、「「学び」を支える機会を広げ
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る」という表現に変えております。また、施策２について、「つくばの

歴史・伝統文化を体験できる場の整備」と第３期の計画ではしておりま

したが、学校教育だけではなくすべての市民を対象とする施策を推進す

るという視点から、第３期の基本目標１にありました「だれもが学べる

社会教育・生涯学習の推進」をこちらに移動しております。 

最後に基本目標３についてです。地域に参画して子供と大人が共に育

つという視点を入れた方が良いのではないかということで、「地域と共

に学び合い、育ち合う教育を推進する」 

という表現に変えております。そして、基本方針８の施策２につい

て、第３期の計画で基本方針７の施策２としていた、「つくばの歴史・

伝統文化を体験できる場の整備」を、地域と共につくばらしさを活かし

た学びを推進するという視点で考え、こちらに移動しております。 

最後に、基本方針９についてです。こちらは施策が１つとなっており

ます。こちらについても、子供を大人が支えるという視点に加えて、地

域に参画して子供と大人が共に育つという視点から、「社会全体で大人

も子供も共に育つ学び」としております。簡単ですが、変更点だけご説

明させていただきました。以上です。 

 

それでは、まずは項目立てについてのご意見を伺えればと思います

が、いかがでしょうか。 

 

随分すっきりしたと思います。第３期の計画ではやや入れ子状態に

なっていたのが、良い形で収まったように思います。歴史や伝統文化

も、この案のようにするのが良いと思います。基本方針と施策で、大き

いものと小さいものが上手く整理されたような気がします。 

 

基本方針の順序を入れ替えたということですが、最終的な目標を考え

ると、順序は以前のままでも良いような気がします。人によって考え方

は違うでしょうし、順序を変えてもおかしくはないと思うのですが。 

 

私もこの提案を受けたときに、基本目標の中で前提から書くのか、そ

れとも最終的な目標を最初に書くのか、どちらが良いのだろうかと考え

ました。ただ、これはあくまでも計画なので、最終的な目標である未来



 

18 
 

 

 

 

 

柳瀬委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森田教育長 

 

 

委員一同 

 

森田教育長 

 

 

坂口委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

をひらく力を育むというのが一番でも良いのではないかと思います。今

回、策定委員会の委員の方々の意見をまず反映して作ってみたというと

ころでして、両方の意見があるのだと思います。 

 

文科省が出しているものを見ると、ウェルビーイングを最初に持って

きていて、その後ろに未来をひらくという項目が来ているので、ウェル

ビーイングが最初に来るのが良いのではないかと思いました。今までは

最初に未来を拓くというのがあって、個人のウェルビーイングよりは、

何というか成長しなさいというようなものが最初に来ていたのですが、

入れ替えたのですよね。ただ、この順序が、３つの基本目標の優先順位

というわけではないと思いますし、この順番でも良いように思います。

むしろ、豊かな心と健やかな体を育んで、それから未来をひらくという

段階を踏むと考えて、２と３を逆にしても良いのではないかと思いま

す。順番としてはその方が恰好が良い気がします。 

 

その点を含めて、策定委員会の方のご意見を伺いながら進めていくと

いうことでよろしいですか。 

 

はい。 

 

ありがとうございます。他に何かありますか。はい、坂口委員どう

ぞ。 

 

第１期や第２期の計画や過去の資料を確認しきれていないのですが、

今回の変更によって内容がすっと頭に入ってきました。ただ、１点気に

なったことがあります。基本方針２の施策２について、非認知能力を育

む上で重要であるという視点から、「遊び」という言葉を追加したとい

うことですが、それは幼児教育だけで良いのでしょうか。先ほど、基本

ができていないと伸びないという話が出ましたが、遊びとは単に無邪気

に遊ぶことに留まるものではなくて、遊びから学ぶものは非常に多いわ

けですよね。小学校の特に低学年では学びに繋がるものとしてその部分

が充実している必要があると思います。ですので、学童期についても遊

びという表現をどこかに入れた方が良いのではないでしょうか。３の
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倉田委員 

 

 

 

森田教育長 

 

 

柳瀬委員 

 

 

倉田委員 

 

 

 

柳瀬委員 

 

「学校外の学びの充実」に入れるか、そこだと違和感があるかもしれま

せんので、他のところでも良いと思います。 

 

ありがとうございます。これは幼児教育の中の遊びの充実ではなく

て、幼児教育と遊びの両方が大事に考えたということですかね。 

 

幼児教育の中では特に遊びが重要で基本となるものなので、ここに文

言として入れたいということです。 

 

幼児教育の中にしか遊びがないと考えてしまうと、十分ではないです

もんね。遊びは幼児教育の中ではもちろん中心ですが、それ以外の中で

も遊びが大事だととらえて中身を変えていかないといけないと思いま

す。学校外のところに入れてしまうと、学校外でしか遊びがないかのよ

うになってしまうので、書き方には工夫が必要かと思います。遊びを中

心とした幼児教育があって、小学校や中学校、その先の人生でも大事だ

という考え方で書くと良いのですかね。 

 

幼児教育では遊びが主なので、なぜ並列のような書き方にするのかと

気になりましたが、生活の中での遊びも含む、幼児教育とは別な意味で

の遊びということで、このような書き方にしたのかと思いました。 

 

そうですよね。幼児教育をまず大事にして、その延長でもさらに遊び

を充実させましょうという意味合いで考えるということですよね。 

 

私も幼児教育の基礎は遊びだと思います。幼児教育での遊びが無けれ

ば、伸びないですからね。 

 

幼児教育の中にすでに遊びは含まれているわけで、新しく遊びという

言葉を入れようとしているのは、きっとそれ以外のところでの遊びを指

しているのですよね。 

 

ただ、幼児教育と言ってもいろいろな幼児教育を想像する人がいるわ

けで、そこで遊びを評価して大事にしてほしいという意味なのではない



 

20 
 

 

 

 

 

 

森田教育長 

 

 

 

 

 

 

 

柳瀬委員 

 

 

森田教育長 

 

 

柳瀬委員 

 

 

 

 

和泉委員 

 

森田教育長 
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かと思います。例えば、幼児の頃から英語を学ぶような早期教育をイ

メージする人もいるはずです。ただ、あくまで基礎としての遊びがあっ

てこそ英語教育だと思います。そういった意味で入れたのだと思いま

す。 

 

私が委員の方のお話を聞いた際には、幼児教育には遊びだけでなく早

期教育のようなものもある中で、やはり遊びが大事だという意見が複数

の方から出て、それに他の方も賛同する形でした。遊びという言葉を強

調したいという意味ももちろんありましたし、遊びは人との関わりを伴

うもので、小学校や中学校でももちろん大事だという意味もあったよう

に思います。委員の方にはその辺りが上手く伝わるように、文章の中身

を考えてもらえればと思います。 

 

遊びという言葉を入れずに幼児教育の充実と書いてしまうと、いろい

ろな解釈が出てしまうかもしれないと少し心配です。 

 

その辺りについて留意して表現してもらうということですね。他に何

かありますでしょうか。はい、どうぞ。 

 

教育振興基本計画という名称についてです。文科省が振興という言葉

をどうしても変えないのですよね。自治体によっては推進計画という名

称に変えているところもあるのですが、つくば市は計画という名称から

変えないのでしょうか。 

 

ビジョンという名称を用いている自治体もありますよね。 

 

第２期はつくば市教育プランという名称でしたね。 

 

振興という言葉を使うと、遅れているものを奮い起こすという意味合

いが出てきますが、別につくば市の取組みは遅れていないわけですか

ら、教育プランという名前に戻すという手もありますよね。推進計画と

いう名称としている自治体もあるわけですし。 
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第３期の計画を策定した際に、この名前の方が威厳があるのだという

ことで、教育振興基本計画という名称に戻したのかもしれませんが、そ

のような意見もあるということを委員会の中で提案して、議論していた

だければと思います。 

他にはありますでしょうか。無いようですので、中身についてまた気

がついたことあれば、和泉委員にご連絡いただければと思います。 

子供の意見表明を取り入れることについては、いかがでしょうか。計

画の中にどのように入れるか、ご意見はありますか。 

 

意味合いが２つあると思います。子供たちがいろいろなことを主体的

に決めるルールメイキングはすでにやっていますし、その延長として子

供会議を開いている自治体があるので、そういったものをもっと計画的

に自主的にやっていくことを考えても良いと思います。かつてはつくば

市も子供会議をやっていたはずですが、山形の遊佐町の事例をこの前見

つけました。中高生が子供町長を決めて、予算を 40万円か 50万つけ

て、子供議会で計画と立案をするというもので、ずっと伝統的にやって

いるようです。おそらく新型コロナウイルス感染症の影響で一旦動きが

止まってしまったのでしょうが、以前はいろいろな形でやっていたはず

です。それを計画の中に入れるとすると、どこに位置付けることになり

ますかね。 

 

計画自体に盛り込むのは難しいように思いますが、計画ができた後

に、この計画に基づいて子供たちにどんなものを望むか、どんなことを

してほしいかを子供から聞いていくと楽しいかもしれません。 

 

となると、この計画を子供に分かるように説明できなくてはいけない

ですよね。この計画を子供がそのまま理解するのはかなり難しいように

思います。その時に、非認知能力と言われても理解しにくいと思います

ので、分かるように読みかえることが非常に大事だと思います。 

 

推進計画の中で書くのであれば、子供に意見を求めるというような文

言を入れるぐらいでしょうかね。 
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教育大綱について、春日学園の子供たちと対談した時には、子供たち

なりに非常によく考えていると感じました。鋭い質問もあって、例え

ば、豊かな教育環境と書いていることについて、教育長はどんな環境を

考えているのですかと聞かれました。子供たちなりにいろいろなことを

質問してくれたり提案してくれたりして、楽しい時間でした。子供たち

の思いを聞いて、意見を施策に変えていくことはとても良いことだと思

います。 

 

学校のグランドデザインも、そのままではよく分からないでしょうか

ら、分かるように伝えないといけないですよね。 

 

そうですね。グランドデザインについては、例えば吾妻小学校では、

一緒にこんな学校にしましょうというのが子供も親も理解できるように

しています。 

 

そもそもの私の問題意識としては、大人が一生懸命にこれが良いので

はないか、あれが良いのではないかと考えても、実際子供に聞いてみる

と考えていることと一致しないということがあるのではないかというこ

とです。本当に子供たちがそれを望んでいるのか、私たちには想像でき

ない感性や思いがあるのではないかと思います。例えば、子供が考える

遊びと、大人が考える遊びの間には大きなずれがあるような気がしてな

らないです。一方的になってしまわないかと常に考えています。もちろ

ん計画ができてから、実際にどうしていくか考える時に子供にどんどん

入ってもらうのも良いと思いますが、そこのずれをもう少し反映させら

れないものかと思っています。 

 

例えば、今の中学生が公園でどうやって遊んでいるかというと、ゲー

ムをしているのですよね。我々のイメージとは全然違いますよね。そん

な今の中学生が、例えば地域というものをどのようにとらえているかは

興味があります。 

 

どうとらえているかは、子供たちがどれだけ地域の行事等に参加し

て、地域に入り込んでいるかによって全然違うでしょうね。地域という
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例を一つとっても、個人差が大きいと思います。私は地域に入り込むこ

とが基本だと思っているので、そうではない状態でその問いを投げて

も、答えられないと思います。ですので、それができるようにしてあげ

るのは大人の責任だと思います。 

 

お互いに言い分はありますからね。子供には子供の言い分があるわけ

で。 

 

この前の春日学園の対談では、だんだんと意識合わせのようなことが

できてくる感覚がありました。生徒の側から、このことについて教育長

はどう考えていますかと聞かれて、それに答えると、そうだったのです

ね、そうなのであれば私もこんなふうに考えます、こうしたいと思いま

す、という言葉が返ってきて、話し合うことで、お互いに納得感が高

まっていく感じがありました。遊びの認識が違うだろうという点につい

ても、そもそも遊びとは何だろうかという話をすることがきっと大事な

のだと思います。子供の考えの吸い上げ方は考えていく必要があります

し、吸い上げるというよりはむしろ大人と子供も対話することが大事だ

と思います。 

 

すみません、放課後アフタースクールのことについて話をしたいと

思っています。具体的な説明は、７月にこども育成課からしてもらえる

ということですが、児童館や児童クラブ、放課後の学校開放が子供の目

線でどのように見えているのかが気になります。こちらがよかれと思っ

ていろいろなことを考えていたとしても、結局、子供はもっと自由に遊

びたいと思っているかもしれませんし、その辺りをぶらぶらしていたら

悪く言われるから、居場所として放課後も学校にいたいと思っている子

供が意外と多いかもしれません。そのような声がもし出てきたとした

ら、あまり全部プログラミングするのはどうなのかと思います。これは

教育委員会の主管ではないでしょうけれど、学校開放については教育委

員会でも考えていかなくてはいけないのではないかと思います。 

 

皆さんのおっしゃるように、子供を中心に考えているにもかかわらず

そこに子供がいないという状況では、子供の考えていることからずれて
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しまうように思うので、子供の意見を聞ける場は必要じゃないかと思い

ます。実際に子供たちの声を聞いている中で、驚くほど大人への信頼が

ないというか、学校の先生方や学校の環境等に対する不信感が強いと感

じています。一生懸命に子供のことに考えている大人がいるのに、子供

たちとの間にずれが生じているのは、対話が足りていないことが一因だ

と思います。対話するだけでも大きく変わると思います。もう一つ思う

のが、先ほどから話題に出ている地域との繋がりのことで、そもそも学

校以外で立場に関係なく大人と対話する時間が本当に減ってしまってい

ると思います。一生懸命に考えている大人たちの時代と今の子供たちの

時代は違うので、私たちが想像する子供のころに当たり前のようにあっ

たものが無くなっていることも間違いなくあるはずです。専門家の方に

入っていただいても、きっと何か抜けているものがあって、子供たちの

考えていることが伝わってなかったり、ずれが生じてしまっていたりす

るのだと思います。ですので、子供たちと対話する時間がやはり必要な

のだと思います。その場はそこまで大きなものでなくて、学校単位やク

ラス単位で良いと思います。お互いの幸せのために、それは絶対に必要

だと思います。先ほど教育長が春日学園での対話について紹介されまし

たが、学校によって雰囲気はきっと大きく違うでしょうし、つくば市全

体として子供会議のような大きなものだけでなく、地域の方や先生方、

保護者の顔が見えるような小さなものの両方があると理想的かもしれま

せん。その小さなものが大きなものに段階的になっていくのかもしれま

せんし。できるかできないかは置いておいて、何でも言って良い、思っ

ていることを出すだけ出せる場があると良いですよね、 

 

ちなみにわくわく対話というのは、学務課が考えた名称なのですか。 

 

学び推進課と一緒に考えたものです。 

 

今までもそういった言葉を使っていたのでしょうか。 

 

いえ、初めてです。 

 

良い名前ですよね。 
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小規模特認校に対してどこかネガティブなイメージを抱かれてしまう

中で、そうではないことを示したかったので、そういった名前になった

のですよね。私たちが対話することも大事ですが、それ以上に子供と先

生が学校の中で対話することが大事なのでしょうね。やろうとしている

ことに子供たちが納得して、先生方がそのことを理解してワクワクする

というのが本当に大事なことで、吾妻小学校の方法がまさにそれに近い

と思います。ただ、和泉委員からもご発言があったように、計画に反映

させようと思うとスケジュール的に厳しいかもしれませんので、少なく

とも計画を作った後に子供たちと先生方が話し合って何を一緒に頑張ろ

うかを考える時間を各学校で設けてもらったり、私たちが出向いて対話

をするような企画を起こしたりすると、もっとこれが生きた計画になっ

てくるのかというところですかね。 

 

急げば夏休み中に少しぐらいであればできるのではないかとも思って

いたのですが、何か具体的な言葉を子供から聞き出そうというつもりは

全くなくて、こういったものを考えているものの、そもそもどのような

学校であれば毎日ワクワクして行きたくなるか、といった抽象的な問い

で良いと思っています。具体的に教育振興基本計画に文言として入れ込

むことを目標とするのではなく、まずそれを聞き取って、それを踏まえ

ながら議論できると取り組みとして大変良いのではないかという思いを

持っていたところです。 

他の自治体の事例を少し調べてみたので、参考までに簡単に申し上げ

ます。例えば、三鷹市では、これはやや形式的なものかと思いますが、

三鷹市教育ビジョン 2027というものを作るにあたって、各学園の代表生

徒と意見交換を行ったようです。他には、杉並区で、街づくりに関し

て、子供に優しい街とはどんなものだと思うかという意見聴取をしてい

て、児童館でポストイットに書いて貼ってもらうようなことや、無作為

でのアンケート、教育委員会の職員が学校に行って意見を聞いてみるこ

とをしていたようです。ですので、最初はあまり構えずに少しやってみ

るというレベルで良いと思うので、何かできると良いと思いました。 

 

ありがとうございました。時間も参りましたのでこの辺りで終わらせ
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ていただきたいと思いますが、頂いたご意見を今後の計画づくりにぜひ

結びつけていければと思います。 

６ 閉会 

森田教育長 以上をもちまして、令和７年６月定例会を閉会します。ありがとうご

ざいました。 
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